
第 3 部 公 害 の 現 状 と 対 策
ゾ愛鳥 ,

第 1 章 大 気 汚 染

第 1 節 大気汚染の現況

1 概 要

本県で は大気汚染に係 る環境基準物質の測定 を表 3 3 の と お り 実施 して い る が、 大規模な 発生

源が少な い た め 、 二酸化硫黄は じめ 各汚染物質 と も 全国的に も 低汚染地域で あ り 、 経年的に も横

ばい傾向が続い て い る 。 昭和 5 6 年度 の測定結果に よ る と 二酸化硫黄、 浮遊粒子状物質 、 光化学

オ キ シ ダ ン ト に つ い て若干環境基隼を超 え る地点が あ る が 、 長期的評価に よ る と 鳥取市松並町

( 固定局衛生研究所 ) では全物質が環境基準に適 合 し 、 西部移動測定局 ( 米子保健所 、 境小学校、

境港工業高校、 渡小学校 ) も 適合 し て い る と 考 え られ る 。 ( 表 3 3 )

ま た 、 自 動車排出 ガス に よ る 大気汚染は 、 一酸化炭素 に つい て横ば い の傾向 に あ る 。

表33 一般環境大気及ひ 自動車排出 ガス測定局一覧表

測 定 局 所 在 地

測 定 項 目

硫読 酸黄化 炭 酸箋
浮遊粒子
状 物 質 驫誘

光 化 学
オキシダント

般環境大気測定局
衛 生 研 究 所 鳥取市松並町二丁 目 ○ ○ 〇 ○ 〇

西部移動測定局
米 子 保 健 所 米子市西福原 ○ ○ ○ 〇 ○

境 小 学 校 境港市湊町 ○ ○ ○ ○ 〇

境港工業高校 境港市竹内町 ○ 〇 ○ ○ ○

渡 小 学 校 境港市波町 ○ ○ ○ ○ ○

日 吉 津 日 吉津村 日 吉津 ○

勘飲副擬騙
日交旅行セ ンタ ー 鳥取市末広温泉町 ○

丸 山 交 差 点 鳥取市松並町三丁 目 ○

中 国 電 力 前 米子市加茂町 ○

　

1 回

6 回

1 回

困 1 0印 は測定実施

2 西部移動測定局 は コ ン テ ナ ー方式に よ り 4 地点 を巡回測定す る 移動局
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表34 大 気汚染 の 現況

.-
･心

の
-

測 定 物 質 環 境 基 準

測 定 結 果 ( 単位 : 浮遊粒子状物質彬ノ ザ、 そ の他竪皿 )

評 価
衛生研究所 米子保健所 境 小 学 校 群工護 渡 小学校 日 吉 津

二 酸 化 い お う

1 時間値の 1 日平均値
0 0 4 ppm 以下

0 0 0 1 ~

0 0 2 3

0 0 0 2 ~

0 0 2 3

0･ 0 0 1 ~

0 0 1 3

0 0 0 1 ~

0 0 1 2

0 0 0 1 ~

0 0 4 4

0 0 0 1 ~

0 0 2 6
渡 小学校で環境基準 を超 え

た が 、 長期的評価では全測

定局 が適 合 して い る と 考 え

ら れ る 。1 時間値 0 1 pp血 以下
0。 0 0 ~

0 0 8
0. 0 0 ~0. 0 6 0･ 0 0 ~ 0 0 3 0 0 0 ~ 0. 1 0 0 0 0 ~ ○･ 1 0 0 0 0 ~ 0 0 3

一 酸 化 炭 素

1 時間値の 1 日平均値
1 O PPm 以下 0. 2 ~ 1 . 2 0. 2 ~ 1 . 1 0. 2 ~ 1 2 0. 2 ~ 0. 6 0. 2 ~ 0. 5

全測定局 が環境基準に適合

して い る と 考 え ら れる 。1 時間値の 8 時間平均
値 2 0 ppm 以下 0 1 ~ 1 9 0. 2 ~ 16 0 1 ~ 1 . 7 0 2 ~ 0 9 0 1 ~ 0 7

浮遊粒子状物質

1 時間値の 1 日平均値
0 1 0 勿“/m8以下

0 0 0 7 ~

0 0 8 3

0 0 0 4 ~

0 1 2 2

0. 0 0 6

~ 0. 0 7 0

0 0 0 6 ~

0 0 4 1

0 0 0 7 ~

0 0 3 8
米 子保健所で環境基準 を超

え た が 、 長期的評価では全

測定局 が適合 して い る と 考

え ら れ る 。
1 時間値

0. 2 0 勿げ/ mB以 下 0. 0 0 ~ 0 1 7 0. 0 0 ~ 0 2 9 0. 0 0 ~ 0 1 5 0 0 0 ~ 0 1 3 0 0 0 ~ 0. 0 8

二 酸 化 窒 素

1 時間値 の 1 日 平均値
が 0 0 4 ~ 0 0 6 ppm

ま での ゾー ン内又は そ

れ以下

0. 0 0 1 ~

0. 0 2 5

0 0 0 5 ~

0 0 2 6

0 0 0 1 ~

0 0 3 2

0 0 0 1 ~

0 0 0 9

0･ 0 0 1 ~

0 0 1 1
全測定局が環境基準に適合

して い る と 考 え ら れる 。

光化学 オキシダン ト 1 時間値 0 0 6 ppm以下 0 0 0 ~ 0 0 8 0 0 0 ~ 0 0 9 0 0 0 ~ 0 0 6 0 0 0 ~ 0 1 1 0 0 0 ~ 0 0 8

全測定局 で環境基準を若干

超 え た が 、 緊急時の措置基
準 0 1 2 ppm を 超 え る こ と は

な か っ た 。



物質 二酸化い お う 一 酸 化 炭 素 浮遊粒子状物質 二 酸 化 ~窒 素 光化学オキンタソ ト

環境上の条件
1 時間値の 1 日 平
均値が 0 04 ppm 以

下で あ り 、 かつ 、

1 時間値が 0 1 PPm

以 下 であ る こ と 。

1 時間値の 1 日 平
均値が 1 oppm以 下で

あ り 、 か つ 、 1 時
間値の 8 時間平均

値礎P加以 下である

1 時間値の 1 日 平

均値が 0 l o場%け以
下で あ り 、 かつ 、

1 時間値が0 20 履“/

# 以 予 で あ る こ と。

1 時間値の 1 日 平

均値が 0 04 ppm か ら

0 0 6ppm ま で の ノ ー

ノ内 又 は 、 そ れ以

下 で あ る こ と 。

1 時間値が 0 06

ppm以 予 で あ る こ

と 。

側定方法
溶液導電率法 非分散型赤外分析

。十 を 用 い る 方法

濾過捕集に よ る重量
、鰯靭U定方法叉は、
この方法によ っ て測

定された重量農費蔓 と
直線的な関係を有す
る量がえ られ る光散
乱法

サ ル ソ マ ソ試薬 を

用 い る 吸 光光度法

中性 ヨ ウ 化 カ ハ

ウ ム 溶液 を 用い

る 吸光光魔法叉

は 、 電量法

備考 1 浮遊粒子状物質 と は 、 大気中 に浮遊す る 粒子状物質で あ っ て 、 そ の粒径が 1 0 ミ ク ロ ン以
下の も の を い う 。 2 光化学 オ キ シ ダ ン ト と は 、 オゾ ス バーオキシアセチノリーイ ト レ ー ト 、 そ の
他の 光化学反 応に よ り 生成 さ れ る 酸化性物質 ( 中性 ゥ 化 力 J ウ ム 溶液か ら ヨ ウ 素 を遊離す
る も の に 限 り 、 二酸化窒素 を除 く 。 ) を い う。

表 35 大気汚染 に係 る 環境基準

2 汚染物質別測定結果

(1 ) 二酸化硫黄

二酸化硫黄濃度の測定 は 、 自動測定機 ( 溶液導電率法 ) に よ り 昭和 4 7 年度か ら鳥取市松並

町鳥取県衛生研究所 ( 以下衛生研究所 と い う ) で 、 昭和 5 3 年度 か ら 日 吉津村 日 吉津藤山宅

( 毎 月 1 回 、 1 週間連続 ) で 、 昭和 5 4 年 3 月 か ら コ ンブ ナ ー方式 に よ る 西部移動測定局 の米

子、 境港両市内 4 地点 ( 以下米子保健所、 境小学校、 境港工業高校 、 渡小学校 と い う ) で実施

して い る 。

昭和 5 6 年度の測定結果 ( 表 3 6 ) に よ れば 、 衛生研究所では測定時間 8 6 6 8 時間 に つ い

て 1 時間値の 1 日平均値の最高値 o o 2 3 pp& であ り 環境基隼 に 適合 して い る 。 西部移動測定局

の渡小学校で は測定時間 1 , 3 3 4 時間中 1 時間値の 1 日平均値の最高値 0. 0 4 4 ppm で あ っ たが

年平均値 o o 1 o ppmであ り 、 長期的評価か ら見 て環境基準に適合 し てい る と 考 え ら れ る 。 ま た

西部移動測定局 の米子保健所、 境港工業高校、 境小学校及 び 日 吉津村 日 吉津 も 環境基準に適合

し て い る と考 え ら れ る 。

二酸化硫黄 の経年変化は表 3 7 の と お り であ る 。

二酸化鉛法 に よ る 硫黄酸化物測定を 鳥取市 5 地点 、 倉吉市 4 地点、 米子市 6 地点、 境港市 3

地 点 、 日 吉津村 1 地点で実施 し て お り 、 昭和 5 6 年度測定結果 ( 表 3 8 ) は最高 0 2 8 4 勿g s 0 3

/ 日 / 1 0 0 鱗 P b o 2 ( 皆生温泉会館 ) で 、 汚染 の 目安 ぞ さ れ る 0 5刎げ SO/ 日 / 1 0 0誘 P bo2

を 下回 っ てい る 。
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表 3 6 二酸化硫黄濃度測定結果

　
　

I

　
る(

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1 時間値が

0 1 PPm を超

え た時間数

と そ の 割合

日 平均値が

○. 04 ppm を

超 え た 日 数

と そ の 割合 時間値の最高値 日平均値の最高値 外値日平均値の二%除
日 平均値 0

04PPm を超え

た 日 が 2 日

以上連続 し

たことの有無

環境基準の

長期的評価

に よ る 日 平

均値 0 0卯卯

を 超え た E數

( 日 ) (時間) (ppの 時間 酪 ( 日 ) 拗 ( 卯の @凹 ) (ppの (有× 無○ ) ( 日 )

衛 生 研 究 所 362 8, 66 8 0 0 06 O O O O 0 0 8 0 0 23 0 0 1 6 〇 O

西部移動測定局
米子保健 所 1 54 3, 692 0. 00 8 O O O O 0 0 6 0. 023 0. 0 1 7 ○ O

境 小 学 校 54 1 , 292 0.0 0 6 O O O O 0 0 3 0 0 13 0 0 13 ○ O

境港工業高校 56 1 , 344 0 005 O O O O 0. 0 3 0 0 1 2 0.0 1 0 ○ O

渡 小 学 校 56 1 ,33 4 0 01 0 O O O O 0. 1 0 0 0 44 0 03 0 ○ O

日 吉 津 65 1 , 5 6 0 0 005 O O O O 0 0 7 0 02 6 0 0笈 ○ O

鰯 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上 であ る 日 数

表37 二酸化硫黄濃度経年変化

誓 項 目 年㈱慢 年和 協 野 5蝨 F5養 年㈱5漫 年昭和 5度才

衛生研究所
測 定 時 間 (時間) 8, 0 3 0 8, 27 8 8, 4 7 5 8, 5 3 9 8, 7 26 8, 8 68

年 平 均 値 ( PP珍 0. 0 1 8 0 0 1 0 o o l o 0. 0 1 0 0 00 6 0 00 6

1 時間値が o. 1 ppm を 超 え た時間数 (時間 ) O O O O O O

日 平均値が 0 0 4 欝血 を超 え た 日 数 て 日 ) O O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 (ppの 0. 凹 0 03 0. 0 3 0 第 0 06 0 08

日 平 均 値 の 最 高 値 (ppの 0. 033 0 022 0 0 23 0 023 0 0 1 9 0 0 23

米子保健所
測 定 時 間 (時間 ) 3, 1 02 3, 6 47 3, 692

年 平 均 値 (ppの 0 0 1 2 0 0 1 1 0 00 8

1 時間値が 0. 1 ppm を超 え た 時間数 (時間 ) O O O

日 平均値が 0 0 4 ppm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 (PPの 0. 0 6 0 1 0 0. 0 6

日 平 均 値 の 最 高 値 (ppの
一

0. 028 0 036 0. 0 芻

;
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凖の

孑価

日 平

0却Pm

6
度

機
嫌

0 08

0 23

69 2

00 8

0 6

0 23
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測鵞定 項 目 年㈱5度 年㈱鋒
鞠5 3

年 度 彈和協 雅和擾 堅和協

境小学校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 4 34 1 , 1 93 1 , 29 2

年 平 均 値 @pm ) 0. 0 1 2 0 0 1 0 0 0 06

1 時間値が 0 1 ppm を超 え た時間数 (時間 ) O 1 O

日 平均値が 0 0 4 ppm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 (PPm) 0. 0 6 0 1 1 0 03

日 平 均 値 の 最 高 値 @Pm) 0 027 0. 0 3 8 0. 0 1 3

境港工業高校
測 定 時 間 (時間 ) 1 、 36 4 1 , 242 1 , 3 44

年 平 均 値 @Pm) 0 0 1 1 0 0 08 0. 0 05

1 時間値が 0 1 ppm を超 え た時間数 (時間 ) O O O

日 平均値が 0 0 4 ppm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 @P血) 0 0 5 0 08 0. 03

日 平 均 値 の 最 高 値 @pm ) 0. 0 2 5 0 0 2 3 0 0 1 2

渡小学校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 3 6 0 1 , 34 1 1 3 34

年 平 均 値 @Pm) 0 0 1 0 0. 0 1 0 0 0 1 0

1 時間値が o 1 ppm を超 え た時間数 (時間 ) O O O

日 平均値が o. 0 4 ppm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 @P血) 0. 0 5 0. 0 7 0. 1 0

日 平 均 値 の 最 高 値 @Pm ) 0 叱 1 0 03 1 0 0 44

日吉津
測 定 時 間 ( 時間 ) 1 , 7 5 1 2 036 2 3 5 6 1 , 5 6 0

年 平 均 値 @Pm) 0. 0 0 5 0 00 5 0 0 04 0. 0 0 5

1 時間値が o. 1 pp血 を 超 え た 時間数 (時間 ) O O O O

日 平均値が o. o 4 ppm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 @Pm ) 0 0 4 0. 07 0. 0 6 0. 0 7

日 平 均 値 の 最 高 値 @pm) 0 0 1 1 0. 02 7 0 02 5 0 026



表38 二酸化鉛法に よ る 硫黄酸化物濃度年平均値経年変化 ( 単位 : 伽#s oレノ日/1 "のみPb0 2)

測 定 地 点 翠和協 年和鋒 軒撚 堅和 慢 雜和議 軒擾

鳥 取 市

鳥 取 警 察 署

鳥 取 家 政 高 校

鳥 取 市 立 病 院

※ i 鳥 取 保 健 所

山 陰 合 銀 鳥 取 支 店

0. 0 71

0. 0 77

0. 0 86

0 05 0

0. 075 95883餌第1 704"OQOQO
0. 0 87

0. 0 99

0 1 8 7

0. 043

0 1 1 0

0. 1 26

0. 1 1 8

0. 2 7 5

0 077

0. 1 3 7

0. 07 5

0. 1 0 5

0. 3 3 6

0. 0 5 0

0 20 9

0, 092

0. 1 76

0. 1 84

0. 1 06

0. 1 65

倉 吉 市

倉 士 市 役 所

日 本 交 通 新 町 営 業 所

県 立 厚 生 病 院

日 ノ 丸 バ ス上井 タ ー ミ ナ ル

0. 036

0 1 98

0. 0 53

0. 0 65

0. 02 6

0. 0 76

0. 02 8

0. 0 25

0. 0 63

0. 1 79

0. 072

0 14 1

0. 042

0 1 0 6

0. 06 8

0 0 63

0. 04 6

0 1 03

0 047

0 082

0. 03 1

0. 072

0 0 30

0 0 49

米 子 市

夜 見 鉄 工 団 地

N 日 K 住 吉 中 継 所

皆 生 温 泉 会 館

米 子 保 健 所

米 子 商 工 会 議 所

西 部 総 合 事 務 所

0. 03 7

0 0 00

0. 1 29

0. 1 2 1

0. l 62

0 1 91

0 05 2

0 02 1

0 1 33

0 06 4

0. 1 66

0. 2 24

0. 05 3

0 0 09

0. 1 49

0. 0 47

0. 1 26

0. 17 9

0 0 5 2

0. 0 2 1

0 1 3 1

0. 056

0. 1 4 6

0 236

0. 099

0 0 67

0. 13 9

0. 09 6

0 1 2 6

0 1 48

0. 1 25

0. 0 73

0. 2 84

0. 1 1 7

0. 1 99

0 23 7

日 吉津村 日 吉 津 小 学 校 0 01 7 0. 0 55 0. 0 84 0 1 37 0 1 3 2 0. 202

境 港 市

済 生 会 境 港 病 院

※ 2 境 港 警 察 署

※ 3 米 南 高 境 分 校

0. 1 94

0. 0 1 6

0. 0 03

0 1 6 8

0 054

0 02 0

0. 2 5 1

0. 0 54

0. 0 39

0. 1 80

0. 0 60

0. 03 1

0. 1 04

0 085

0. 0 75

0 . 20 2

0. 1 3 0

0 1 0 3

飼 ※ 1 印は昭和 5 3 年 8 月 か ら測定点が東南東に約 2 0 0 れ 移動 し 、 鳥取商工会館 に変更。

※ 2 印 は昭和 5 1 年 7 月 か ら測定点 が西に約 2 0 れ 移動 し 、 境港元町病院 に変更。 更に昭和 5 4

年 3 月 か ら ゴヒヘ約 2 2 0 れ 移動 し 、 境港測候所に変更。

※ 3 印は昭和 5 1 年 3 月 か ら測定点が北西に約 7 8 0 れ移動 し 、 余千小学校に変更。

表39 二酸化鉛法に よ る 硫黄酸化物汚染度の評価

汚 染 度 勿仔 S O :/ 日 / 1 0 0鱗 亘※0 2 評 価

汚 染 度 第 1 度 0 5 以 上 1 0 未 満 軽微な 汚染

〃 第 2 度 1 0 以 上 2 0 未 満 普通度の汚染

“ 第 3 度 2. 0 以 上 3 0 未 満 中等度の汚染

" 第 4 度 3 0 以 上 4 0 未 満 やや高度の汚染

" 第 5 度 4 0 以 上 高度の汚染

困 PK) 2 法 に よ る S02 汚染度の判定基準 ( 寺部 )
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(2) 一酸化炭素

ア テ一般環境大気測定局

一酸化炭素濃度の測定は 、 自動測定機 ( 非分散型赤外分析法 ) に よ り 昭和 5 0 年 6 月 か ら

衛生研究所で 、 昭和 5 4 年 3 月 か ら西部移動測定局 4 地点で実施 し て い る 。

昭和 5 6 年度測定結果 ( 表 4 0 ) に よ れ ば 、 衛生研究所では測定時間 8, 6 4 5 時間に つ い

て 1 時間値の 8 時間平均値の最高値 L 9 ppm 、 日 平均値の最高値 1 2 ppm であ り 、 環境基隼

に適合 して い る 。 西部移動測定局 では 日平均値の最高値は 1 2 ppm ( 境小学校 ) 、 l 時間 の

8 時間平均値の最高値は 1. 7 ppm ( 境 小学校 ) で あ り 、 全地点 と も 環境基準に適合 して い る

と 考 え ら れる 。

経年変化は表 4 1 の と お り であ る 。

ィ 自 動車排出 ガス測定局

自動車排出 ガス に よ る 大気中一酸化炭素濃度の測定は 、 自 動測定機 ( 定電位電解法 ) に よ

り 昭和 5 0 年度か ら 鳥取市末広温泉町 ( 日 交旅行 セ ン タ ー ) で 、 昭和 5 3 年度か ら米子市加

茂町 ( 中国電力前 ) で 、 昭和 5 4 年 5 月 か ら 鳥取市松並町 ( 丸山交差点 ) で毎 月 1 回実施 し

て い る 。

昭和 5 6 年度測定結果 ( 表 4 2 ) に よ れば 、 3 地点 の 日 平均値最高値は 3. 3 ppm ( 日 交旅

行セ ン タ ー ) 、 1 時間値の 8 時間平均値の最高値は 6. 9 ppm ( 日 交旅行 セ ン タ ー ) であ り

い ずれ も 環境基準に適合 して い る と 考 え ら れる 。

表 40 一酸化炭素濃度測定結果 ( 一般環境大気測定局 )

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
8 時間値

が20ppm を

超 え た 回

数 と そ の

割合

日 平均値

が 1 oppm を

超 え た 日

数 と そ の

割合 8時間値の最高値 日平均値の最高値 外値日平均値の2%除
日 平均値

1 oppm を 超

え た 日 が

2 日 以 上

連続 し た

こ と の 有

無

環境基準

の 長期的

。平価に よ

る 日 平均

値 1 oppm を

超えた日数

( 日 ) (時間 (ppの ( 回 ) (% ) ( 日 ) (% ) (ppの ( ppの ( ppの ( 有× 無〕 ) ( 日 )

衛 生 研 究 所 36 1 8, 6 45 0. 4 O O O O 1 . 9 1 . 2 0. 8 ○ O

西部移動測定局
米 子 保 健 所 1 42 3, 3 92 0 5 O O O O 1 . 6 1 . 1 0. 9 ○ O

境 小 学 校 55 1 , 308
L

0 4 O O O O 1 7 1 2 1 . 1 ○ O

境港工業高校 56 1 , 3 40 0. 3 O O O O 0. 9 0. 6 0. 5 〇 O

渡 小 学 校 53 1 , 26 6 0 3 O O O O 0. 7 0. 5 0 5 〇 O

鍋 有効測定日 数 と は 、 1 日 の測定時間 が 2 0 時間以上 であ る 日 数
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表4 1 一酸化炭素濃度経年変化 ( 三股環境大気測定局 )

測定
局

項 目 軒薩 年飜鋒 鑿和議 軒險
鰊55

年 度 雅和慢

衛生研究所
測 定 時 間 ( 時間) 5, 42 6

測定実績なし
2, 39 2 8, 7 1 5 8, 7 27 8, 6 4 5

年 平 均 値 (ppm) 1 . 2 0 6 0 5 0 5 0. 4

8 時間値が 2 0 ppm を超 え た 回数 ( 回 ) O O O O O

日 平均値が 1 o ppm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O O O

2 9 2 4 2 6 1 . 98 時 間 値 の 最 高 値 @pm) 4. 1

日 平 均 値 の 最 高 値 @pm) 3. 4 1 4 L 7 1 6 1 2

米子保健所
測 定 時 間 ( 時間) 3, 639 3, 6 68 3, 39 2

年 平 均 値 @Pm) 0 6 0 6 0 5

8 時間値が 2 0 ppm を超 え た 回数 ( 回 ) O O O

日 平均値が 1 o ppm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 (ppの 2 0 2 1 1 6

日 平 均 値 の 最 高 値 @pm) 1 1 1 . 4 1 1

境小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 3E; 8 1 , 雛9 1 , 3 08

年 平 均 値 @pm) 0 4 0 5 0. 4

8 時間値が 2 0 ppm を超 え た回数 ( 回 ) O O O

日 平均値が 1 o ppm を超 え た 日数 ( 日 ) O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 @Pm) 1 . 5 1 9

日 平 均 値 の 最 高 値 @pm) 1 1 1 1 1

境港工業高校
測 定 時 間 (時間) 1 , 36 2 1 , 4 1 5 1 34

年 平 均 値 @pm) 0 4 0 4 0 3

8 時間値が 2 0 Ppm を超 え た 回数 ( 回 ) O O O

日 平均値 が 1 o ppm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 @王滝の 1 1 1 3 0 9

日 平 均 値 の 最 高 値 @Pm) 0 7 0 8 O

渡小学校
測 定 時 間 (時間) 1 , 333 1 27 1 1 26 6

年 平 均 値 @pm) 0 3 0 3 0 し

8 時間値が 2 0 脚m を超 え た 回数 ( 回 ) O O {

日 平均値が 1 o ppm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O (

8 時 間 値 の 最 高 値 @pm )

-

0 8 0. 9 O

日 平 均 値 の 最 高 値 @pm ) 0. 6 0 6 O
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表42 一酸化炭素濃度測定結果 ( 自 動車排 出 ガ ス測定 局 )

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
8 時間値が 2 0

ppm を超 え た回

数 と そ の 割 合

日 平均値が 1 0

ppmを超 え た 日

数 と そ の 割 合 最高値8時間値の 最高値日平均値の
( 日 ) (時間 ) (p pm) ( 回 ) ( % ) ( 日 ) ( % ) ( p pm) ( p pm)

日 交 旅 行
セ ン タ ー

1 1 2 6 4 2. 5 O O O O 6. 9 3 3

丸山交差点 1 0 2 4 0 1 6 O O O O 3. 7 2 3

中 国電力 前 1 2 2 8 8 1 4 O O O O 2. 6 2 1

問 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の 測定時間が 2 0 時間以上 で あ る 日 数

表43 一酸化炭素濃度経年変化 ( 自 動車排出 ガ ス測定局 )

沮瀉定 項 目
昭和51

年 度 犀和談 犀和護 庫和談 年昭和護 單和護

目交旅行センター
測 定 時 間 ( 時間) 2 8 8 2 8 8 2 8 8 3 1 2 1 2 0 2 6 4

年 平 均 値 (ppm) 4 6 3 4 2 7 3. O 2. 5 2. 5

8 時 間値 が 20 pp m を 超 え た 回 数 ( 回 ) O O O O O O

日 平 均値 が 1o p pm を 超 え た 日 数 ( 日 ) O O O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 (ppm) 1 3. 6 7. 5 5 6 6. 9 4 5 6. 9

日 平 均 値 の 最 高 値 (ppm) 9 1 4. 6 3 7 4 5 3 2 3. 3

丸山交差点
測 定 時 間 (時間) 3 5 6 9 6 2 4 0

年 平 均 値 (p pm) 2. O 1 9 1 . 6

8 時 間値 が 20 p pm を 超 え た 回数 ( 回 ) O O O

日 平均値 が 1 o p pm を 超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 (ppm) 3 9 3 7 3. 7

日 平 均 値 の 最 高 値 (p pm) 2. 7 2. 4 2. 3

中国電力前
測 定 時 間 〔時間) 2 1 6 2 8 8 2 8 8 2 8 8

年 平 均 値 〔p pm) 1 . 4 1 2 0 6 1 . 4

8 時 間値 が 20 p pm を 超 え た 回 数 ( 回 ) O O O O

日 平均値 が 1o p pm を 超 え た 日 数 ( 日 ) O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 (ppm) 6. O 3. 7 2. O 2 6

日 平 均 値 の 最 高 値 (p pm) 3 8 2 5 1 3 2 1
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(3 ) 浮遊粒子伏物質

浮遊粒子伏物質濃度の測定 は 、 自 動測定機 ( 光散乱法 ) に よ り 測定 し た相対濃度 を重量濃度

に換算する 方法に よ り 、 昭和 4 8 年 9 月 か ら衛生研究所で 、 昭和 5 4 年 3 月 か ら西部移動測定

局の 4 地点 で実施 し て い る 。

昭和 5 6 年 度測定結果 ( 表 4 4 ) に よ れば 、 衛生研究所で は 日 平均値の最高値0. 0 8 3噂イm3、

1 時間値の最高値 o. 1 7啼者m3 で 、 環境基準に適合 し て い る 。 西部移動測定局て は 1 時間値の

最高値 は米子保健所 o. 2 9増イm3、 境小学校 o. 1 5噂者肛3、 境港工業高校 o 1 3 翔#/m3 、 渡小学校

o. o 8 噂者m3 で、 短期的に は米子保健所で測定時間 2 6 9 2 時間中 4 時間 、 環境基準 を超 え て い

る が 、 年平均値がそ れ ぞれ o o 3 2噂ノm3 で あ り 、 他の 3 地点同様長期的評価か ら 見て ほ ぼ環境

基準に適合 し て い る と 考 え ら れる 。

経年変化は表 4 5 の と お り で あ る 。

表44 浮遊粒子状物質濃度測定結果

(

　

　

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1 日朝勘直が

0.20場%m3
を超 え た

時間数 と

そ の割合

日 平均値

が0 1鋼雑
を超 え た

日 数 と

そ の割合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 日平均値の2%除外値
日 平 均 値

0. 1 0 栩ザイm3
を超 え た 日

が 2 日 以上

連 続 し た
こ と の有無

環境基準の
長期的評価
に よ る 日 平
均値 0 1 0

彬/m3 を超
え た 日 数

( 日 ) (時間) 琢3) 鯨執拗 ( % ) ( 日 ) ( % ) を3) を3) を3) (有× 無○ ) ( 日 )

衛 生 研 究 所 36 1 8, 鋭め 0 02 6 O O O O 0. 1 7 0 08 3 0 055 ○ O

西部移動測定局
米子保健所 1 1 3 2, 69 2 0. 032 4 0 1 2 1 8 0. 2 9 0. 122 0. 09 0 ○ O

境 小 学 校 35 8 34 0. 02 2 O O O O 0. 1 5 0. 07 0 0. 043 ○ O

鯛轢醗 48 1 , 1 51 0. 021 O O O O 0. 1 3 0 041 0 0 38 ○ O

波 小 学 校 48 1 , 1 49 0. 0 23 O O O O 0 0 8 0. 03 8 0. 03 7 ○ O

篩 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の 測定時間が 2 0 時間以上であ る 日 数
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表45 浮遊粒子伏物質濃度経年変化

誓 項 目 庫和談 庫和護 單和談 鑿和談 鑿和談 躯和談

衛生研究所
測 定 時 間 ( 時間 ) 7, 9 1 6 8,4 1 5 8, 4 7 7 8, 4 30 8, 4 02 8, 68 0

年 平 均 値 @#%m3) 0. 0 37 0 0 23 0 0 25 0. 0 30 0 0 30 0 026

1 時間値が0 20 勿#/m3 を超 え た時間数 ( 時間 ) 5 2 O 7 4 O

日 平均値が 0 1 0 噂/m3を超 え た 日 数 ( 日 ) 1 L O
O 2 O O

1 時 間 値 の 最 高 値 @甥%m3 ) 0. 60 0 23 0 1 5 0 2 6 0. 49 0 1 7

日 平 均 値 の 最 高 値 で2%m3 ) 0. 1 5 5 0 0 57 0. 0 67 0. 1 1 4 0. 0 92 0. 0 83

米子保健所
測 定 時 間 ( 時間 ) 3, 6 22 3, 7 42 2, 692

年 平 均 値 @“%m3) 0 0 30 0. 03 5 0. 03 2

1 時間値が0. 20 噂ノ肛3 を超 え た時間数 ( 時間 ) 8 8 4

日 平均値が o. 1 0増/m3 を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 @炙%m3) 0. 29 0 2 8 0 29

日 平 均 値 の 最 高 値 @物%m3 ) 0. 0 93 0. 0 94 0. 1 22

境小学校
測 定 時 間 ( 時間 ) 1 , 4 34 1 , 1 97 8 34

年 平 均 値 @窃%m3) 0. 0 3 5 0 03 3 0. 0 22

1 時間値が0. 20噂ろm3 を超 え た時間数 ( 時間 ) O 2 O

日 平均値 が 0. 1 0吻/m3 を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 鯛%m3 ) 0. 1 5 0. 2 2 0. 1 5

日 平 均 値 の 最 高 値 @#%m3 ) 0 09 2 0. 088 0 0 70

境港工業高校
測 定 時 間 ( 時間 ) 1 , 3 6 4 1 , 2 42 1 , 1 5 1

年 平 均 値 @“魚3 ) 0. 0 5 1 0 03 4 0. 0 2 1

1 時間値が0. 20 燿#/m3 を超 え た時間数 ( 時間 ) 7 1 O

日 平均値が 0 1 0噂れぜ を超 えた 日 数 ( 日 ) 4 O O

1 時 間 値 の 最 高 値 @名%m3 ) 0. 5 6 0. 22 0 1 3

日 平 均 値 の 最 高 値 @猛%m3 ) 0 1 42 0. 089 0. 0 4 1

渡小学校
測 定 時 間 ( 時間 ) 1 , 3 5 6 1 , 3 41 1 , 1 49

年 平 均 値 @“%m3 ) 0. 0 29 0. 03 1 0. 0 23

1 時間値が0. 20 噂/m3 を 超 え た時間数 ( 時間 ) O O O

日 平均値が 0. 1 0 増ノゼ を超 え た 日 数 ( 日 と O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 @#死m3) 0. 1 2 0 1 7 0. 08

日 平 均 値 の 最 高 値 @“%m3 ) 0 04 8 0 06 9 0. 0 38
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=
(4) 窒素酸化物

窒素酸化物濃度の測定は 、 自動測定機 ( ザル ン マ ン試薬 を用 い る 吸光光度法 ) に よ り f昭和 4 8

年 5 月 か ら 衛生研究所で 、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 西部移動測定局の 4 地点 で実施 し て い る 。

昭和 5 6 年 度の 二酸化窒素 の測定結果 ( 表 4 6 ) に よ れば 、 衛生研究所では 日 平均値の最高

値が 0. 0 2 5 ppm であ り 環境基準に 適合 し て い る 。 西 部移動測定 局で は 日 平均値の最高値が米子

保健所 0. 0 2 6 p pm 、 境小学校 0. 0 3 2 p pm 、 境港工業高校 0. 0 0 9 p pm 、 波小学校 0. 0 1 1 p pmであ

り 、 各測定地点 と も 環境基準に適合 し て い る と 考 え ら れる 。

ニ酸化窒素の経年変化は表 4 7 の と お り であ る 。

表46 二酸化窒素濃度測定結果

　
=

r な

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
日 平均値が

0 06 PPm を

超 え た 日 数

と そ の割合

日 平均値が

0 0 1 PPm以

上0 0 6 P P m

以下の 日 数

と その 割合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 日平均値の年間98%値
98 %値評価

に よ る 日 平

均値が 0. 06

P Pm を超 え
た 日 数

( 日 ) q時脳ゆ (ppm) ( 日 ) ( % ) ( 日 ) ( % ) @ pの (ppm) (ppm) ( 日 )

衛 生 研 究 所 363 8, 682 0 00 8 O O O O 0 0 5 0 025 0. 0 1 8 O

西部移動測定局
米 子 保 健 所 1 61 3, 8 53 0 0 1 3 O O O O 0 0 5 0 026 0 0 2 1 O

境 小 学 校 54 1 , 2 93 0. 0 08 O O O O 0. 0 5 0 03 2 0. 0 27 O

境港工業高校 56 1 , 344 0. 0 04 O O O O 0 0 3 0 00 9 0 0 08 O

渡 小 学 校 54 1 , 2 95 0. 00 4 O O O O 0. 03 o o l l 0 0 1 0 O

問 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の 測定時間が 2 0 時間以上で あ る 日 数
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表47 二酸化窒素濃度の経年変化

誓 項 目 學和談 雅和護 鑿和談 庫和裟 鑿和談 距和菱

衛生研究所
測 定 時 間 (時間 ) 6 3 68 8, 03 9 7 63 1 8, 5 64 8, 6 95 8 68 2

年 平 均 値 ( p pm ) 0 0 13 0. 0 1 2 0 0 1 1 0 0 1 0 0. 0 0 9 0. 0 08

日 平均値が 0. 0 6 p p m を超 えた 日 数 ( 日 ) O O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 〔 p p m) 0 1 2 0 0 7 0 0 8 0 0 7 0 0 6 0. 05

日 平 均 値 の 最 高 値 ( p pm ) 0 0 5 5 0. 032 0 0 26 0 02 7 0 0 3 0 0. 0 25

米子保健所
測 定 時 間 (時間 ) 3, 6 5 7 3, 8 1 3 3, 8 53

年 平 均 値 ( pp m ) 0 0 1 3 0 0 1 1 0 0 1 3

日 平均値が 0 0 6 p pm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 0 6 0 07 0 0 5

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 03 0 0 03 5 0 026

境小学校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 36 3 1 , 3 1 9 1 , 29 3

年 平 均 値 ( pp m) 0 0 0 9 0 0 0 8 0 0 08

日 平均値が 0 0 6 ppm を超え た 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( p pm ) 0. 0 5 0 0 4 0 05

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 0 29 0. 02 1 0. 032

境港工業高校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 3 1 6 1 , 36 7 1 , 3 4 4

年 平 均 値 ( pp m) 0 00 6 0. 0 0 5 0 0 04

日 平均値が 0. 0 6 p pm を超 え た 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0. 0 4 0 0 4 0. 03

日 平 均 値 の 最 高 値 ( p pm ) 0 0 1 4 0 0 1 6 0 0 09

渡小学校
測 定 時 間 (時間 ) 1 , 381 1 , 128 1 , 295

年 平 均 値 ( p pm ) 0 0 0 5 0. 0 04 0 004

日 平均値が 0 0 6 p pmを 超 えた 日 数 ( 日 ) O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 03 0 03 0 03

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0. 0 18 0. 0 1 1 0 0 1 1

あ

O

(5) 光化学 オ キ シ ダ ン ト

光化学 オ キ シ ダ ン ト 濃度の 測定 は 、 自 動測定機 ( 中性 ヨ ウ 化 力 i ウ ム 溶液 を用 い る 吸光光度

法 ) に よ り 昭和 4 8 年 6 月 か ら 衛生研究所 で 、 昭和 5 4 年 3 月 か ら 西部移動測定局の 4 地点 で

実施 し て い る 。

昭和 5 6 年 度の 測定結果 ( 表 4 8 ) に よ れば 、 衛生研究所で は 1 時間値の最高値が 0 0 8 p pm

で あ り 、 昼間測定 日 数 3 4 4 日 、 時間数 5, 1 2 2 時間中 9 日 2 1 時間 が環境基隼を超 え て い る が、

緊急時の措置基準 0 1 2 ppm を超 える こ と は なか っ た 。 西 部移動測定局 で は昼間の 1 時間値が環

境基凖 を超 え た 日 数 、 時間数 は米子保健所で昼間測定 日 数 1 3 6 日 、 時間数 2 0 1 1 時間中 6 日

3 6 時間 、 境港工業高校で 4 4 日 6 5 7 時間中 5 日 4 1 時間 、 渡小学校で 5 2 日 7 7 4 時間中

4 日 2 1 時間 であ っ た が緊急時の措置基準 0 1 2 ppm を超える こ と は な か っ た 。 ま た 、 被害の届

出 は なか っ た 。

経年変化は表 4 9 の と お り であ る
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表48 光化学 オ キ シ タ ソ ト 濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間数 年平均値
1 時間値
が 。･ 0 6

p pm を超
え た時間
数 と そ の
割 合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 昼間測定日数 昼間測定時間数

昼間の 1
時間値が

o. 0 6 PPm
を超 え た

日 数 と
時 間 数

昼間の 1
時間値 が

0. 1 2 P Pm
以 上 の

日 数 と
時 間 数 の最高値昼間の1時間値 闇値の年平均値昼間の日最高1時

( 日 ) ぐ時間) @pが Q時間) ( % ) @p威@p尋 ( 日 ) 〔時間) ( 日 ) ぐ時間) ( 日 ) ぐ時間) @pの (ppゆ

衛 生 研 究 所 340 Z9 3 7 00 2 6 2 3 0 3 008 00 55 3 4 4 巍 1 2 2 9 2 1 0 0 0 0 8 00 3 9

西部移動測定局
米子保 健 所 1 36 乾は 9 0 02 5 54 1 7 0 0 9 00 70 1 3 6 ao 1 1 6 3 6 0 0 00 9 0 0 3 7

境 小 学 校 40 9 4 8 00 2 8 0 0 0 0 6 0 0 4 9 40 5 9 4 0 O 0 0 00 6 0 04 0

境地鰕業醗 44 方0 5 1 00 3 5 5 3 5 0 0 1 1 0 0 76 4 4 657 5 4 1 0 0 0 1 l 00 4 8

波 小 学 校 5 2 し2 40 00 2 3 2 3 L9 00 8 0 0 5 7 5 2 77 7 4 2 1 0 0 00 8 0 0 4 4

飼 L 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の測定時間が 2 0 時間以上 であ る 日 数

2. 昼間 と は 5 時か ら 2 0 時 ま での時間帯

表49 光化学オ キ シ ダ ン ト 濃度経年変化

暫定 項 目 鑿和談
昭和52

年 度
昭和 53
年 度

昭和54

年 度

昭和55

年 度 學和談

衛生研究所
昼 間 測 定 日 数 〔 日 ) 3 6 4

測

定

実

績

たま

し

1 07 3 45 3 59 34 4

昼 間 測 定 時 間 (時間) 5, 271 1 , 5 79 5 , 1 1 3 5 345 5 , 1 2 2

昼間の 1 時間値 が 0. 0 6 ppm を超 えた 日

数 と 時間数

( 日 ) 1 O 1 3 9 9

(時間 ) 2 O 7 1 4 1 2 1

昼間の 1 時間値が 0 1 2ppm以上の 時間数 (時間) O O O O O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( p pm) 0 07 0 0 6 0 08 0 0 8 0 . 0 8

昼 間 の 日 最 高 1 時 間値 の 年 平均値 ( p pm) 0 0 3 1 0 03 7 0. 0 43 0 0 40 0 0 3 9

米子保健所
昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 1 52 1 5 1 1 36

昼 間 測 定 時 間 (時間 ) 2, 2 1 6 2, 2 54 2, 0 1 1

昼間の 1 時間値が o o 6 ppm を超 え た 日

数 と 時間数

( 日 ) 5 1 2 6

(時間 ) 14 7 9 36

昼間の 1 時間値が0 1 2ppm以上の 時間数 (時間 ) O O O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( pp In) 0 08 0 1 0 0. 0 9

昼 間 の 日 最 高 1 時間値 の 年 平均値 ( p pm) 0 04 4 0 0 38 0 0 37
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測定
局

項 目 單和談 厘和護 鑿和襞
昭和54

年 度 鑿和欝 單和雙

境小学校
昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 58 5 1 40

昼 間 測 定 時 間 ( 時間 ) 8 69 7 65 59 4

居間の 1 時間値が 0 0 6 ppm を超 え た 日

数 と 時間数

( 日 ) 2 3 O

( 時間 ) 6 2 3 O

暦間の 1 時間値が 0.12ppm以上の 時間数 ( 時間 ) O O O

居 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( pp m) 0. 0 8 0. 09 0 0 6

昼 間 の 日 最 高 1 時 間値 の 年 平均値 ( pp m) 0 040 0 04 3 0. 040

境港工業高校
昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 57 4 7 44

昼 間 測 定 時 間 ( 時間 ) 8 54 7 02 6 5 7

昼間 の 1 時間値が0 0 6 p pm を超 え た 日

数 と 時間数

( 日 ) 4 3 5

( 時間 ) 8 1 6 41

昼間の 1 時間値が 0. 12ppm以上の 時間数 ( 時間 ) O O O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 0 7 0 08 0 1 1

昼 間 の 日 最 高 1 時 間値 の 年 平均値 ( p pm ) 0 04 4 0. 0 4 0 0. 04 8

波小学校
昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 5 7 5 6 5 2

昼 間 測 定 時 間 ( 時間 ) 8 49 84 0 77 7

昼間の 1 時間値が 0 0 6 p pm を超 え た 日

数 と 時間数

( 日 ) 1 2 4

( 時間 ) 1 5 2 1

昼間の 1 時間値が 0. 1 2pp皿以上の 時間数 ( 時間 ) O O O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( p pm ) 0. 0 7 0 0 7 0. 0 8

昼 間 の 日 最 高 1 時 間値 の 年 平均額 ( ppm ) 0 0 4 1 0 04 3 0 044

篩 1 昼間 と は 5 時 か ら 2 0 時 ま での 時間帯

2 衛生研究所の 昭和 5 1 年度の 測定は電量法に よ る 。

(6) 降下ばい じ ん

降下ばい じ んの測定 は 、 プ ポ ジ ン ト ゲ ー ジ 法 に よ る測定 を昭和 4 6 年 9 月 か ら 開始 し 、 現在

4 市 1 村 、 計 5 地点で実施 し て い る 。

昭和 5 6 年度の 測定結果 ( 表 5 0 ) を見 る と 、 最高 は鳥取市栄町 ( 山 陰合銀鳥取支店 ) の 9. 1

t on/拗2/ 月 で 、 最低は 日 吉津村 ( 日 吉津小学校 ) の 7. 1 t o n/肋2/ 月 で あ る が 、 年平均 を見

て も 全測点で汚染の 目 安 と さ れて い る 1 0 未満 t on/翫ツ月 の 部類に 入 り 軽微な汚染 と い え る

ま た 、 経年的 に み て も 横ばい傾向に あ る

- 5 9 -



表50 降下ばい じ ん量の経年変化
( 単位 ･ t o n力蹴ヴ月 )

＼＼選定~雫測 定 点

昭和5 1年 度 昭和52年度 昭和 53年度 昭和54年 度 昭和55年度 昭和56年 度

最高 展 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 蚤 最高 最低 平均
鳥 取

山陰合同銀
行鳥取支店

9 7 1 6 4 7 1 00 2 7 6 2 1 08 23 6 0 7 9 2 9 5 1 1 5 3 24 6 8 9 1 21 5 6

倉 吉 倉吉市役所 57 1 5 3 3 5 5 1 7 3 2 84 1 1 40 7 2 1 3 3 4 1 84 1 4 5 2 80 0 9 3 9

米 子
西 部 総 合
事 務 所

1 3 0 1 8 5 7 5 9 2 1 3 8 9 2 0 9 4 6 1 07 2 5 5 6 1 6 6 30 7 8 8 1 1 6 4 5

境 港
済 生 会
境 港 病 院

1 25 18 5 7 6 5 1 9 3 9 9 8 1 7 48 1 ao 35 67 1 86 2 6 7 7 90 1 9 5 2

日 吉津
日 吉 津
小 学 校

4 4 1 6 @ り 6 1 1 2 30 7 2 L5 38 7 9 1 4 49 6 2 ao 4 1 7 1 1 4 33

飼 ( ) 内 は年 度 を通 し て採取時間が 6 0 0 0 時間 に達 し ない場合

デ ポ ジ ン ト ケ ー ジ 法に よ る 降下ばい じ ん汚染度の 評価

汚 染 度 降下ばい じん量 ( t o n/靱ツ月 ) 評 価

1 1 0 未 満 軽 微 な 汚 染

2 1 0 以 上 2 0 未 満 中 等 度 の 汚 染

3 2 0 以 上 高 度 の 汚 染

3 各汚染物質の経年変化

一般環境大気測定局 に おけ る 各汚染物質濃度の測定 は 、 次の と お り てあ る 。

鳥取 市衛生研究所に おい て は 、 二酸化硫黄濃度 は昭和 5 1 年 度か ら の 6 年 間 で 、 0 0 1 8 pp m よ

り 0 0 0 6 p pm と やや減少傾向か う かがわれる 。 一酸化炭素獲度 は年平均値か昭和 5 3 年 度以降 ほ

ぼ横ばい傾向に あ る 。 同様 に 浮遊粒子伏物質濃度 は昭和 5 1 年 度以来年平均値 は横ばい傾 向に あ

る 。 窒素酸化物 ( ニ酸化窒素 ) に つい て は 、 昭和 5 1 年 度以来年平均値 は 0 0 0 8 ~ 0 0 1 3 p pmの

範囲に あ り 、 日 平均値が 0. 0 6 p pm を 超 え た 日 数は皆無で あ る 。

光化学オ キ シ ダ ン ト 濃度 は昭和 5 1 年度以来昼間の 1 時間値が 0 0 6 p pm を超えた時間数は昭和

5 4 年度 よ り やや増加傾向に あ る が、 緊急時の 措置基準 0 1 2 p p m を 超 え た時間 は皆無で あ っ た 。

降下ぽい じ んに つ い て は 、 4 市及び 1 村 での測定 で表 5 0 に 示す よ う に年平均 1 0 ト ソノ鼾ソ

月 を超 え たの は昭和 4 6 年 度の 西部総合事務所及び昭和 4 8 年度の 済生会境港病院で あ り 6 年

間で 、、軽微 な汚染“ が続 い て い る 。

西 部移動 局で は昭和 5 4 年 度 か ら 測定 を開始 し 、 わずかに 3 年間 の テ ー タ に す ぎ な い の て 、 各

汚染物質濃度の経年変化は明 り ょ う でな い が 、 おおむ ね横ばい傾向に あ る と 考 え ら れる 。

自 動車排出 ガス測定局 に お け る 一酸化炭素膿度 は 、 鳥取市末広温泉町 日 交旅行セ ン タ ー で昭和

5 1 年 度か ら の 年平均値 は 2 5 ~ 4 6 p pm であ り 、 1 時間値の 8 時間平均値が 2 0 p pm を 超 えた

も の 及び 1 時間値の 日 平均値が 1 o p pm を超 え た も の は皆無であ っ た 。

鳥取市松並町丸山交差点 ( 昭和 5 4 年 度以降 ) 及 び米子市加茂町中国電力 前 ( 昭和 5 3 年 度以

降 ) に つ い て は デ ー タ 数が乏 し い が、 鳥取市 日 交旅行セ ン タ ー と 同程度な い し そ れ以下 の 濃度が

保 た れて い る 。
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第 2 節 大気汚染 の 防止対策

1 法 ･ 条例による規制

(1 ) 法 に よ る 規制

大気汚染防止法の仕組み と し て は 、 施設の種類 を定め ( ばい煙発生施設 2 8 種、 粉 じん発生

施設 5 種 ) 各施設 を設置 し よ う と す る 者、 及び現 に設置 し てい る 施設 を変更 し よ う と す る 者に

対 し て、 届出 の義務 ( 大気汚染防止法第 6 条設置届、 同法第 8 条変更届 ) を課 し 、 ま た、 ばい

煙排出者の遵守すべき排出基準 を定 め 、 こ の排出基準に適合 し な い場合は 、 ばい煙排出者に対

し 直罰 を 下す ( 同法第 1 3 条 ) か 、 あ る い は 、 計画変更や改善 を命 じ ( 同法第 1 4 条 ) こ れ に

従わ な い場合は罰則が適用 さ れ る 。

な お 、 現在、 硫黄酸化物 ばい じん 有害物質 ( 塩化水素等 ) 窒素酸化物等に つい て 、 排

出基準が定め ら れて い る o

ァ 硫黄酸化物

硫黄酸化物の排出基準 ( 施行規則第 3 条 ) は、 排出 口 の 高 さ に応 じて定め ら れ た硫黄酸化

物の許容限度 と し て q = k × 1 0 3 ･ H e 2 ( q は 1 時間当 た り の硫黄酸化物の排 出基準量、

H e は有効煙突高 、 Kは排出係数 ) で表 さ れ て お り 規制は K値で行われてい る 。 本県は 、

昭和 4 9 年 4 月 1 日 か ら全域が 1 7 5 と な っ て い る 。

イ ばい じん

ばい じん の排出基準 ( 施行規則第 4 条 ) は、 ばい煙発生施設に お いて発生 し 、 排出 口 か ら

大気中 に排出 さ れ る ばい じん量 につい て 、 発生施設の種類及び規模ご と に規制 さ れてい る 。

ウ 塩化水素

塩化水素の排出基準 ( 施行規則第 5 条第 1 号 ) は 、 ばい煙発生施設に おい て発生 し 、 排出

口 か ら 大気中 に排出 さ れ る 塩化水素に つい て 、 発生施設の種類に よ り 規制 さ れて お り 、 廃棄

物焼却炉等が該当 し て い る 。

ェ 窒素酸化物

固定発生源に対す る 全国一律の窒素酸化物排出基準 ( 施行規則第 5 条第 2 号 ) に つい て は 、

昭和 4 8 年 8 月 に大型施設 を対象 と す る 第 1 次規制が 、 昭和 5 0 年 1 2 月 に対象施設の拡大

等 を内容 と す る 第 2 次規制 を 、 ま た 、 昭和 5 2 年 6 月 に対象施設の拡大及び排出基準の強化

を主 と す る 第 3 次規制 を 、 更に 昭和 5 4 年 8 月 1 0 日 か ら 対象施設 を拡大 し た第 4 次規制 を

実施 し て い る o

く 別添資料参照 )

オ その他の有害物質

その他の有害物質 ( 塩化水素 を除 く ) の排出基準 ( 施行規則第 5 条第 1 号 ) は 、 ばい煙

和
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発生施設に おい て発生 し、 排 出 口 か ら 大気中 に排出 さ れ る 有害物質 につい て 、 発生施設の種

類 に よ り 規制 さ れ て い る 。

力 粉 じ ん

粉 じん に関す る 規制は 、 粉 じん発生施設に つい て定 め ら れ て い る 構造並びに使用及び管理

に関する 基準 ( 施行規則第 1 6 条 ) に よ り 規定 さ れ て い る 。

以上 、 県では 、 ばい煙排出者に課 さ れ て い る 排出基準の遵守 を監視す る た め 、 県内各保健

所及び衛生研究所 を通 じて 、 施設立入検査 を行い 、 煙道中排ガス測定 、 重油の抜 き 取 り ( 含

有硫黄分測定 ) 等 を 実施 し 、 排出基準 を上回 っ て い る 施設 に は 、 ばい煙排 出者 に対 し 、 施設

改善指導 を実施 し て い る 。

昭和 5 6 年度末現在に お け る ばい煙発生施設 (表 5 1 ) 、 ま た 、 粉 じん発生施設 (表 5 2 )

は次の と お り であ る 。

表 51 大気汚染防止法に基づ く ばい煙発生施設種類別届出数

( 電気工作物 ガス工作物た る ばい煙発生施設 を含む )

令別表第一
の 項 番 号

施 設 名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 。十

1 ポ イ フ ー 1 8 0 1 9 8 8 2 0 7 1 5 5 0 9

2 ガ ス 発 生 炉 2 2

｢

4

5 溶 解 炉 7 7

6 金 属 加 熱 炉 1 1 7 1 8

7 石 油 加 熱 炉 ヱ 2 3

9 焼 成 炉 3 I 5 8

1 0 直 火 炉 3 3

1 1 乾 燥 炉 7 〔の 3 ③ 7 @〕 9 ① 1 〔1〕 2 7 〔 2 2 〕

1 2 電 気 炉 2 2

1 3 廃棄物焼却炉 1 5 1 2 6 4 4 1 1 8 8

。f 2 0 8 ( 1 4 0 ) 3 4 ( 2 5 ) 1 1 2 ( 8 0 ) 2 8 8 ( 1 6 6 2 7 ( 2 o) 6 6 9 ( 43 1 )

( 昭和 5 7年 3 月 3 1 日 現在 )
㈱ 〔 〕 … .骨材乾燥炉数 ( )……工場 事業場数

1
l{}

=
田
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表 52 大気汚染防止法に基づ く 粉 じん発生施設種類別届出数

( 電気工作物た る 粉 じん発生施設 を含む )

令別表第二
の 項 番 号

施 設 名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 。T

2 堆 積 場 2 1 2 9 1 4

3 コ ノ ヘ ア 4 5 1 3 3 2 5

4 窿 匪 嬢 6 6 7 1 2 0

5 ふ る い 2 3 1 2 8

。十 1 4 (5 ) 1 5 (4 ) 3 (3 ) 3 1 ( 1 2 ) 4 (1 ) 6 7 ( 2 5 )

鰯 ( )……工場 事業場数 ( 昭和 5 7 年 3 月 3 1 日 現在 )

(2 ) 自 動車排出 ガ ス規制

自 動車排出 ガ ス に よ る 大気汚染防止対策 と し て 、 国 に お い て は 中央公害対策審議会の答申 に

基づ き新車及び使用過程車 を対象 と し て一酸化炭素、 炭化水素、 窒素酸化物等に係る 規制が段

階的 に強化 さ れ、 排出 ガス の量の 削減が図 ら れ て い る 。 ( 別添資料参照 )

(3) 条例 に よ る 規制

鳥取県公害防止条例 ( 昭和 4 6 年 1 0 月 1 2 日 公布 、 県条例第 3 5 号 、 昭和 4 7 年 4 月 1 日

施行 ) に よ る 規制は 、 パ ー ク 炭製造施設及び貯蔵施設、 打綿機、 混打綿機 を粉 じん 関係特定施

設 ( 表 53 ) と し 、 施設管理基準 ( 表 5 4 ) を定 め て規制 し てい る が 昭和 5 6 年度末現在の届出

数は表 55 の と お り であ る o

表 53 粉 じ ん関係特定施設 と 規模

施 設 名

1. パ ー ク 炭 ( の こ 屑、 木皮等 を炭化 さ せ微粉炭に し た も の ) 製造施設及び貯蔵施設

2 打線機及び優打線機

表 54 粉 じん関係特定施設に 係 る 構造並びに使用及び管理 に関す る 基準

管 理 基 準

次の各号 の いずれか に該当 す る こ と 。

1 . 粉 じん が飛散 し に く い構造の建築物内 に設置 さ れて い る こ と 。

2. フ ー ド及び集 じん機が設置 さ れて い る こ と 。

3 戸 . 窓等が密閉 さ れて い る こ と 。

4. 前各号 と 同等以上の効果 を有す る 措置が講 じ ら れ て い る こ と 。

一 6 3 一



表 55 公害防止条例 に基づ く 粉 じん関係特定施設種類別届出数

施 設討~、迭保鼬健所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 計

打 綿 機 2 1 ( 1 8 ) 8 ( 8 ) 2 6 ( 2 4 ) 4 1 ( 3 4 ) 5 ( 5 ) 1 0 1 ( 8 9 )

混 打 綿 機 1 ( 1 ) 7 ( 1 ) 8 ( 2 )

パ ー ク 炭 製造
( 貯蔵 ) 施 設

2 ( 2 ) 2 ( 2 )

。十 2 2 { 1 9 ) 1 0 ( 1 0 ) 3 3 ( 2 5 ) 4 1 ( 3 4 ) 5 ( 5 ) 1 1 1 ( 9 3 )

国 ( ) ……は事業場の数 ( 昭和 5 7 :年 3 月 3 1 日 現在 )

2 監視状況と行政指導

の 塵道中排出 ガス測定立入検査

昭和 5 6 年度中 に煙道中排出 ガス測定立入検査 を実施 し た施設数 ( 表 56 ) は延べ 1 0 7 施 設

( 4 0 工場 事業場 ) であ り 、 こ の う ち 、 ばい じん の量が排出基準 を超 え た 3 施設 ( 3 工場 . 事

業場 ) につい て 、 改善指導 を実施 し た 。

表 56 昭和 5 6 年度煙道中排ガ ス測定立入検査状況

令別表第 1

の 施 設 数

硫 黄 酸化物 ば い じ ん 塩 化 水 素 窒素 酸化物 。十

葹酸 熊援 を翁 魁援 匙翁 魁籤 を森 驫援 匙森 匙籤
1 一 ボ イ ラ ー 1 4 O 2 4 2 O O 2 2 O 6 2 ( 2 1 ) 2

9 ー 焼 成 炉 1 O 3 O O O 1 O 5 ( 2 ) O

1 1 一 乾 燥 炉 3 O 4 1 O O 4 O 1 2 ( 4 ) 1

1 3 - 廃 蘂 惚 6 O 1 2 O 8 O 2 O 2 8 ( 1 3 ) O

話 2 4 O 4 3 3 8 O 2 9 O 1 0 7 ( 4 0 ) 3

圏 ( ) ……工場 ･ 事業場数

(2) 重油抜取 り 検査

大気汚染防止法に基づ く 硫黄酸化物排出基準 ( K値規制 ) に係 る 適合状況につい て昭和 5 6 年

度中 に 2 0 6 工場事業場に立入検査 を実施 し 、 使用燃料中 の重油の抜 き 取 り 検査 を行 っ た結果い

ずれ も 基準以下であ っ た o

(3) 大気関係監視指導状況

昭和 5 6 年度中 に実施 し たばあ い煙発生施設及び粉 じ ん発生施設等 に対 し て施設の改善等で行

政指導 し た延件数は表 5 7 の と お り で あ る o

表 57 大気関係監視廷指導件数

項 目
ばい煙発生施設

計
粉 じ ん 発 生 施 設

。十 合 。十
法 そ の他 法 条 例 そ の他

監 視 指 導
廷 指 導 件 数

4 6 9 O 4 6 9 5 7 O 1 2 4 8 1

一 6 4一


